
私は2020年4月に栄養健康学科へ着任しまし
た。栄養健康学科という名称から、栄養や食事のこ
とだけを学ぶ場所と思われるかもしれませんが、厚
労省の規定に従い、実は医学系の科目や病気につ
いてもしっかりと学びます。私は着任前の9年間、国
立大学医学部で「生化学」を教えながら、1,000人
以上の医師の養成を行ってきました。本学でも、この

「生化学」が担当科目です。研究は、医学部時代か
ら行ってきた脳機能の解析を継続しています。

恒温動物はエネルギーを駆使して、脳温を一定
に保っています。私は、この脳温を常に電気信号に
変換し、神経活動を円滑にしている分子を発見しま
した。この分子は、34℃以上の温度で活性化する
TRPV4という温度センサー蛋白質です（2021年の
ノーベル生理学医学賞の受賞対象となった分子・
TRPV1の類縁体）。現在は様々な脳疾患により、脳
温やTRPV4がどのように変化するのかを解析し、
その知見を応用した独自の治療法の開発を行って
います。

震えを伴う部分てんかんの病態では、てんかん原
性域に1℃の局所発熱が生じ、この熱がTRPV4の
異常活性化を引き起こすことで、神経興奮が異常
に増大し、病態を増悪化することを見出しました。
現在、この知見を応用して、てんかん原性域を局所
冷却する治療器具（下左図）、新規てんかん治療薬
の開発を進めています。

さらに最近の私の研究から、ストレスによる心因
性発熱が、脳内のTRPV4を異常に活性化し、その
結果、神経再生が阻害され、これが引き金となり、
鬱病が発症することを突き止めました。（下右図）

現在は、我々の知見を活かした治療薬の開発を
進めています。これらを通じて、鬱病による労働者
人口の減少に歯止めをかけ、働き手不足の社会問
題を解決することを目指しています。

さらに詳しい研究内容は、長崎県立大学 細胞生
化学研究室で検索し、ご覧下さい。

シーボルト校
研究紹介

Vol.56

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

てんかん・ストレス性鬱病に対する
治療法の開発研究
看護栄養学部　栄養健康学科
柴崎 貢志　教授

部分てんかんに対する体内埋め込み型
治療器具の概略 ストレスにより鬱病が発症するメカニズム
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■ほほえみ号巡回予定日（㊋・㊏）●休館日
※大雨などにより、巡回ができない場合があります。

図 書 館 だ よ り
vol.434

☎095-883-1799　FAX095-883-7222
開館時間：10時～18時　
ホームページ https://www.nagayolib.jp/

長与町図書館 パソコンや携帯、スマートフォンから資料の検索や
予約ができます。 電話・FAX での予約もできます。

NEW 新しく入った本

NEW 新着図書

『比喩の短歌コレクション 1000』　日本短歌総研／著　飯塚書店
『中にいる、おまえの中にいる。』　歌野　晶午／著　双葉社
『玉 響』　辻 堂　魁 ／ 著　光 文 社
『われらみな、星の子どもたち』　増山　実／著　祥伝社
『蛍たちの祈り』　町田　そのこ／著　東京創元社
『ア ラ ー ト』　真 山　仁 ／ 著　新 潮 社
『汚名』　和田　はつ子／著　PHP 研究所
『不確かな真実』　和亭　正彦／著　幻冬舎メディアコンサルティング
『昭和的』　関川　夏央／著　春陽堂書店
『見えない世界で見えてきたこと』　石井　健介／著　光文社
『焦げついた影』　カミーラ・シャムジー／著　早川書房

お知らせ

イベント名 日 時・場所
おはなし会
（3歳～）
※予約不要

時
所
毎週㊏11時～（20分程度）
1階児童書畳コーナー

ぴよちゃん
おはなし会
（0～2歳）
※予約不要

イベント情報 ※中止になる場合もあるため、
　ホームページ等でご確認ください

今月の特集展示
※正面玄関入口近くに設けています。

①勉強がしたい
②読書週間特集

大人向け

実りおおき秋
児童向け

◎図書館まつり　～図書館へ行こう’25 ～
　11月1日㊏・2日㊐に、図書館まつりを予定しています。
　すべて入場無料です。

◎10 月 27 日～ 11 月 9日は「読書週間」
　今年の標語は『こころとあたまの、深呼吸。』です。「読書週間」が
皆さん一人ひとりの読書への関心と、読書習慣の確立の契機とな
りますように。

◎2階閲覧室・多目的室の利用制限について＜再掲＞
行事に伴い、下記の期間は通常利用ができません。
ご理解いただきますようお願いします。
＜閲 覧 室＞ 10月24日㊎15時～10月25日㊏終日
 10月31日㊎15時～11月1日㊏終日
 11月 2 日㊐15時～18時
＜多目的室＞ 10月31日㊎15時～11月2日㊐終日

◎閲覧室の場所が 11 月 4日㊋から変わります
　空調設備不良のため、閲覧室と多目的室の場所を入れ替えます。
ご利用には、これまで通り申し込みが必要です。多目的室には空調
設備がありません。ご不便をおかけしますがご了承ください。

時

所

10月1日㊌･15日㊌
11月5日㊌･19日㊌
①11時～ ②14時～（20分程度）
1階児童書畳コーナー

将棋・スポーツ・音楽・文学の
「天才たち」。彼らを周りで見
守る人たちから見た5つの短
編集。

「天才望遠鏡」
額賀　澪／著　文藝春秋

可愛いものが大好きで頭のリ
ボンがトレードマークの百花
は、伯母が営むテーラー店を
手伝うことになり、少しずつ
やりたいことを見つけていく。

「リボンちゃん」
寺地　はるな／著　文藝春秋

28 2025 年 10 月号　No.835　　 広 報  な が よ


